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奄美大島から得られた奄美群島初記録のアカマダラハタ

中村潤平 1・前川隆則 2・本村浩之 3

A single specimen (653.0 mm standard length) of the Brown-
marbled Grouper Epinephelus fuscoguttatus (Forsskål, 1775) 
(Perciformes: Epinephelidae), distributed in the Indo-Pacific, 
was collected from Amami-oshima island, Amami Islands, Ka-
goshima Prefecture, Japan. In Japanese waters, E. fuscoguttatus 
has previously been recorded only from the Osumi, Okinawa 
and Yaeyama islands. Therefore, the Amami-oshima specimen 
represents the first record of the species from the Amami Islands.
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 Abstract

アカマダラハタ Epinephelus fuscoguttatus (Forsskål, 1775)

はインド・太平洋のサンゴ礁域や岩礁域に生息し，全長

120 cmに達する大型の Epinephelidae魚類である（Randall 

and Heemstra, 1991; Cornish, 2011）．本種は個体数の減少が

危惧されており，国際自然保護連合（IUCN）が発行する

レッドリストにおいては危急種（Vulnerable）に指定され

ている（Rhodes et al., 2018）．その一方，アカマダラハタ

はシガテラ毒魚として知られており，沖縄県内では本種を

原因としたシガテラ毒の中毒事例も報告されている（喜

屋武，1991；大城・佐久川，2009; Oshiro et al., 2010；下

瀬，2021）．Oshiro et al. (2010)は沖縄県産アカマダラハタ

24個体中 5個体がシガテラ毒を有しており，標準体長 700 

mm，体重 12 kg以上の大型個体では半数以上が毒化して

いたことを報告した．

2020年 7月 4日に奄美大島北部の水深 20 m地点で 1個

体のアカマダラハタが採集された．アカマダラハタはこれ

まで日本国内において，大隅諸島種子島，沖縄諸島，およ

び八重山諸島からのみ記録されており（瀬能，2013；畑ほ

か，2016），本標本は本種の奄美群島における初めての記

録となるためここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)にしたがっ

た．標準体長は体長または SLと表記し，体各部の計測は

ノギスを用いて 0.1 mmの精度で行った．アカマダラハタ

の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された奄美大島産

の標本（KAUM–I. 144130）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は同

館のデータベースに登録されている．なお，本稿ではアカ

マダラハタが属する科を Smith and Craig (2007)やMa and 

Craig (2018)にしたがい Epinephelidaeとした．

Epinephelus fuscoguttatus (Forsskål, 1775)

アカマダラハタ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 144130，体長 653.0 mm，鹿児島県奄

美市笠利町用笠利崎　奄美群島奄美大島北岸，水深 20 m，

2020年 7月 4日，突き漁，渡辺松尚．

記載　背鰭条数 XI, 14；臀鰭条数 III, 8；胸鰭軟条数

19；腹鰭条数 I, 5；縦列鱗数 109；鰓耙数 12 + 18 = 30．体

各部の体長に対する割合（%）：頭長 41.2；吻長 10.5；体

高 36.4；眼窩径 4.9；両眼間隔長 7.7；眼下骨高 4.0；上顎

長 21.5；尾柄高 12.8；尾柄長 16.9；背鰭前長 39.1；臀鰭前

長 74.7；腹鰭前長 40.6；背鰭基底長 52.4；背鰭第 1棘長

4.6；背鰭第 2棘長 9.2；背鰭第 3棘長 11.4；背鰭第 4棘長

11.7；背鰭第 5棘長 11.8；背鰭第 6棘長 11.9；背鰭第 7棘

長 11.2；背鰭第 8棘長 10.7；背鰭第 9棘長 9.6；背鰭第 10
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棘長 8.4；背鰭第 11棘長 9.1；最長背鰭軟条長（第 7軟条）

14.8；臀鰭基底長 15.7；第 1臀鰭棘長 2.7；第 2臀鰭棘長 5.2；

第 3臀鰭棘長 7.8；最長臀鰭軟条長（第 4軟条）15.8；尾

鰭長 21.7；胸鰭長 22.1；腹鰭棘長 7.9；腹鰭長 17.6．

体は前後方向に長い楕円形．体背縁は吻端から背鰭起

部にかけて上昇し，そこから尾鰭基底部にかけて緩やかに

下降する．頭部背面は眼の上方付近で凹み，後頭部で盛り

上がる．体腹縁は下顎先端から腹部中央部にかけて下降し，

そこから尾鰭基底にかけて上昇する．眼と瞳孔は正円形を

呈する．鼻孔は 2対で近接し，眼の直前に位置する．前鼻

孔は正円形で，後縁に皮弁を有する．後鼻孔は正円形で前

鼻孔より大きい．口は端位で，口裂は大きい．上顎後端は

眼の後縁直下より後方に位置する．下顎先端は吻端より前

方に位置する．両唇はやや厚い．鰓耙は棒状で細長い．前

鰓蓋骨縁辺は後縁の一部が鈍い鋸歯状であることを除きお

おむね円滑．鰓蓋後縁は円滑で，鰓蓋上部に 3棘を有する．

体側鱗は円鱗．両顎，眼と両鼻孔の周辺，および胸鰭腋部

は無鱗．側線は完全で，鰓蓋後部上方から尾鰭基底部にか

けての体側に位置する．背鰭起部は鰓蓋後端より前方，背

鰭基底後端は臀鰭基底後端より後方にそれぞれ位置する．

背鰭棘間の鰭膜は切れ込み，背鰭軟条部外縁は丸みを帯び

る．背鰭棘は第 1棘から第 6棘にかけて徐々に長くなり，

第 6棘から第 10棘にかけて徐々に短くなる．背鰭第 11棘

は第 10棘より僅かに長い．最長背鰭軟条（第 7軟条）は

最長背鰭棘（第 6棘）より長い．胸鰭基底上端は背鰭起部

より前方，胸鰭基底下端は腹鰭起部直上付近にそれぞれ位

置する．胸鰭後縁は丸く，後端は背鰭第 6棘起部直下付近

に位置する．腹鰭起部は背鰭起部より前方に位置し，腹鰭

第 5軟条は体側と鰭膜で繋がる．たたんだ腹鰭後端は肛門

に達しない．臀鰭起部は背鰭第 1軟条起部直下付近，臀鰭

基底後端は背鰭第 11軟条起部直下付近にそれぞれ位置す

る．臀鰭棘は第 1棘から第 3棘にかけて徐々に長くなる．

臀鰭軟条部外縁は丸みを帯びる．尾鰭は円形．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―頭部と体側の地色は，

やや赤みを帯びる黄褐色と茶褐色の部分が不規則にはい

り，まだら模様になる．頭部と体側の地色上には瞳孔より

小さく地色より色味の濃い褐色の斑点が密在し，網目状に

なる．尾柄部の背面に眼窩径大の黒色斑がある．各鰭は黄

褐色部と茶褐色部がまだらになり，その上に褐色斑が密在

するが，背鰭軟条部はおおむね黒褐色で，胸鰭後半部は赤

みがかった黒褐色，腹鰭，臀鰭，および尾鰭の外縁は黒褐

色を呈する．

分布　紅海とアフリカ東岸から日本，サモア，フェ
ニックス諸島にかけてのインド・太平洋に広く分布する

（Cornish, 2011）．日本国内においては大隅諸島種子島，沖

縄諸島，および八重山諸島から記録されていたが（瀬能，

2013；畑ほか，2016），本研究により新たに奄美群島奄美

大島における分布が確認された．

備考　本標本は背鰭鰭条が XI, 14，縦列鱗数が 109，尾

鰭が円形，頭部背面が眼の上方で凹み，後頭部で盛り上

がる，体側に瞳孔より小さな褐色の斑点が密在し，網目

状になる，尾柄部背面に黒斑がある，および胸鰭が赤み

を帯びることなどの特徴が Randall and Heemstra (1991)，

Cornish (2011)，瀬能（2013），および畑ほか（2016）など

により報告されたアカマダラハタ Epinephelus fuscoguttatus

の標徴と一致したため本種と同定された．

Fig. 1. Fresh specimen of Epinephelus fuscoguttatus (KAUM–I. 144130, 653.0 mm SL, Amami-oshima island, Amami Islands, Ka-
goshima Prefecture, Japan).
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アカマダラハタの国内における分布記録は畑ほか

（2016）に詳述されている．奄美群島喜界島の魚類相を報

告した Fujiwara and Motomura (2020)は，Kamohara (1957)

と Kamohara and Yamakawa (1968)を引用して同島からア

カマダラハタを記録した．Kamohara (1957)と Kamohara 

and Yamakawa (1968)は，E. fuscoguttatusの学名を用いて

和名「Madara-hata」として喜界島から報告した．吉野

ほか（1975）によりアカマダラハタが日本産種とされる

以前は，マダラハタ Epinephelus polyphekadion (Bleeker, 

1849)に対して，現在アカマダラハタに対して適用され

ている E. fuscoguttatusの学名が用いられていた（吉野ほ

か，1975；益田ほか，1975）．そのため，Kamohara (1957)

と Kamohara and Yamakawa (1968)による喜界島からの E. 

fuscoguttatusの記録は，アカマダラハタではなくマダラハ

タ E. polyphekadion であり，Fujiwara and Motomura (2020)

のリスト中のアカマダラハタもマダラハタであると考えら

れる．したがって，鹿児島県内におけるアカマダラハタの

分布記録は畑ほか（2016）による大隅諸島種子島のみであ

り，奄美大島産の記載標本は本種の奄美群島からの初めて

の記録となる．なお，アカマダラハタは第 2著者の長年に

渡る奄美大島での漁獲物の調査において，個体数は多くな

いもののこれまでに複数回確認されている．同島において

確認されてきたこれらの個体は，記載標本と同様に突き漁

で漁獲された大型のものが多く，小型個体は確認されてい

ない．アカマダラハタは序論で記した通りシガテラ毒魚と

して認知され，一般に流通しづらいことから，他の大型ハ

タ類と比べて本種の分布や生息状況を把握することは難し

いものの，奄美大島におけるアカマダラハタの生息個体数

は少ないと考えられる．

比較標本
アカマダラハタ E. fuscoguttatus：KAUM–I. 78107，体長

475.0 mm，鹿児島県熊毛郡中種子町坂井熊野漁港　大隅

諸島種子島，釣り，2015年 8月 7日，鏑木紘一；KAUM–I. 

144986，体長 322.7 mm，沖縄県南城市　沖縄諸島久高島沖，

2020年 6月 25–30日，糸数竹道．
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